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Mobility and Networking of Buddhist Novices: 
A Case of Village Society in Northern Laos
Yoshida Kayoko*
The purpose of this paper is to describe and analyze the mobility and the dynamics of 
social networking of Buddhist novices’ in a village in northern Laos, based on historical 
context of the local area.  The villagers are mostly Lue, descended from migrants into 
the area from southern China about 500 years ago, who developed their traditions and 
customs under the infl uence of Theravada Buddhism.  In the process of nation building 
through colonization, civil war and socialist revolution, Buddhism has attracted 
political attention and been subjected to regulation by the Lao government.  In addition 
to the institutionalization and centralization of the clergy, villagers’ religious practices 
have been affected by penetration of a money economy, improvements in transportation 
and implementation of development policies.
Traditionally, ordination as a novice was a rite of passage to manhood in the village, 
and thus most men became novices and returned to life in the village after disrobing.  
Since the 1980s, however, many novices have moved to urban areas for education and 
to experience urban life.  Most of them returned to secular life after completion of their 
study, found a job and stayed in the urban areas, while constructing and mobilizing 
their social relationships there, and keeping in touch with fellow villagers for mutual 
support.  This paper argues that the social network and the living space of people have 
expanded by their practice of mutual assistance suited to the time and situation.
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している［Pavie 1999; Izikowitz 1962, 1963; Johnston 1976; Wilson and Hanks 1985］．その
多くは交易活動やフロンティアを目指す開拓移住であり，移動すること自体が慣習化している
























をラオが占めるとされる［SCCPH 2006: 15］．2） 国語や多数派宗教である上座仏教の担い手と


































の確立している地名・人名については基本的にそれに従う．また，ラオス国語の翻字は Lao-English Dictionary, 











































































 8） 調査時には 1軒の家屋に平均 5.1名が暮らしており，全 99世帯中，核家族は 42世帯，広義の拡大家族は 52世
帯を占め，夫婦 2人暮らしが 3世帯，父と子または母と子が暮らす家が 2世帯あった．






















女性，後者は男性が優勢である（図 4）．男女とも 10代（28.3％），次いで 20代（27.4％）の
移動が多く，男性は進学（48.4％），女性は結婚（50.5％）が最多の理由となっている（図 5）．
ここで注目すべきは，進学目的で移動した男性 62名のうち 58名までが移動時に出家者






































俗人の男性もともに学ぶことができた［Lebar and Suddard 1960: 53; Dommen 1985: 136; 









れるようになる［Maha Khamyad 2006: 169］．18）1931年にはビエンチャン仏教協会（Institute 
Bouddhique Vientiane）が設立され，ラオス独自の仏教文化の振興が図られた［Ivarsson 2008: 
120-127］．19）第二次世界大戦後，ラオスの再占領を果たしたフランスは 1946年に寺院教育と
一般の学校を統合し［Dommen 1985: 156］，1951年には初等教育の 3年生までを義務教育
15） 1905年に初の教育予算が計上された後，6年間の初等教育が一部実施されたのは 1917年，最初の中等学校















王国の独立後，教育省が開設したパーリ語学校（Hong hian Pali Wat Chan）は，1967年に仏
教教育協会（Sathaban Kansueksa Phutthasasana）に改称し，後のサンガ高等教育の礎となる













り，2006年時点での全国の仏教寺院は 4,139寺，僧侶は 7,495名，見習僧は 12,697名である
（図 6）［OPSSL 2007: 3-4］．26）
今日，ラオスのサンガを規定するのは 1998年に制定公布され，2005年に改訂された「サン
ガ統治法（thammanun pokkhong song lao）」である．同法は仏教連盟協会をラオスの全仏教
徒を統括する最高機関と定義する一方，党政府による「保護と育成」を明記する．また，仏教
連盟協会は行政区分に応じた組織を構成し，中央の指導のもとに県・郡・個別寺院レベルに設
20） 英語で書かれたMaha Khamyad［2006］の原著ではパーリ語学校は Pali College，仏教教育協会は Institute of 
Buddhist Studiesと記載されている．ラオス語の名称についてはブンルート氏ならびに矢野順子氏のご教授による．








24） 新サンガの初代議長 Khamthan Thepbuariは，貧困からの救済，現世主義，人間の平等の観点から仏教とマルク
ス・レーニン主義の共通性を主張した［Brown and Zasloff 1986: 228］．
25） 憲法に「マルクス・レーニン主義」や「社会主義」，「共産主義」の言句は登場しない．





















・1952年［Zago 1972: 42］Source: Buddhist activities in Laos from 1950-1952, dans Asia, 1952, 
pp. 682-683.
・1957年［Halpern 1961: 1］Source: Bureu of Cults, Lao Ministory of the Interior.
・1960年［Zago 1972: 42］Source: Buddhismus, Staat und Gesellschaft, by Bechert, H. 1967.
・1967年［Zago 1972: 42-43］Source: Bulletin statistique du Laos, Ministere du Plan, 1968.
・1970年［Zago 1972: 42-43］Source: Bulletin statistique du Laos, Ministere du Plan, 1971.
・1985年［林 2003: 214］
・1991年［林 2003: 215］ラオス情報文化省博物館考古局 B氏との私信（1992年 4月 28日）．
・1998年［OPSSL 1998b: 6］
・2002年［OPSSL 2002: 1］
・2004年［Maha Khamyad 2006: 164］Source: The Fifth General Meeting of the Sangha of the 







整った．2004年から 2005年には全国のサンガ学校は 56校を数え，小学校 12校，中学校 34
























30） 同年の普通学校は小学校 8,573校，中学校 641校，高校 31校，大学 3校である［NSC 2006: 78］．
31） 2001年，2002年，2003年にそれぞれ出家したNT村出身者を除く全員が 2004年に出家しており，そのうち 4
名はカムである．また，同じ年に 2名のH-Hi村出身がNT村で出家したが，普段は出身村の寺院に止住して



























を意味する［以上，飯島 2001: 588-589; 津村 2002: 63-65］．
36） ラオスでは伝統的な年中行事を「ヒート・シップソーン（12の規律）」と総称する．代表的なものに旧暦 5月
のラオス新年，6月のロケット祭，8月の入安居祭，9月の飾地飯供養祭，10月のクジ飯供養祭，11月の出安居
祭などがあるが，NT村では旧暦 5月に新年の祭り（bun pi may），8月に入安居祭（bun khao phansa），10月に





年度 小学校 中学校 高校 大学 小学校生徒数 中学校生徒数 高校生徒数 大学生徒数
99'-00' 14 23  5 1 434 1,996 1,199 188
00'-01' 23 27  5 1 617 2,180 1,326 218
01'-02' 16 32  6 1 410 2,577 1,573 247
02'-03'  8 32  8 1 318 2,823 1,889 195
03'-04' 12 30  8 1 303 2,758 2,178 247
04'-05' 12 34  9 1 310 2,536 2,213 245
05'-06' 12 33  9 2 n.d. n.d. n.d. n.d.
06'-07' 11 31  9 2 225 2,566 2,544 422










































39） 1973年までにラオス全土に 200万トンもの爆弾が投下された［Stuart-Fox 1986: 30］．
10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 計
村外在住（還俗後に移動） 1 7 8 12 8 3 39
村外在住（出家中に移動） 33 22 6 3 3 2 69
NT村在住（村外止住経験あり） 3 9 2 4 2 0 20
NT村在住（村外止住経験なし） 7 28 27 28 17 18 125
NT村在住（出家中） 14 0 0 0 0 0 14




世代 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上
平均出家年齢（歳）  12.8 14 13.3 12.9 12.8 13.1
平均還俗年齢（歳） n.d. n.d. 17.8 19.3 18 18.8
平均出家期間（年） n.d. n.d.  4.7  6.4  5.3  5.7
小学校就学率（％） 100 97 97.2 75 62.5 25
従軍率（％）   0  6.2 16.2  9.1 68.8 68.8
ルアンパバーンでの止住経験率（％）   3.4 20.6 19.4 13.7 12.5  0
ビエンチャンでの止住経験率（％）  86.2 35 11.1  6.8  6.3  0





































































43） 革命後は初の開催だが，内戦中に解放区で開催された全国サンガ大会を第 1回大会とみなし，これに続く第 2
回大会と位置づけている．


































46） NT村では 1990年代以降，家族計画が浸透するが，それ以前に避妊の手段はほとんどなかった．現在 30代以
下の女性の平均出産回数が 1.2回であるのに対し，40代以上の女性の平均出産回数は 6.0回である．NT村周辺
では 1960年代までに開拓余地が消滅しており，戦後の新生児数の増加と移動制限が耕地不足を深刻化させた．





































50） 正式名称 Banque Pour Le Commerce Exterieur Lao．ラオスでは革命後，民間銀行が国有化され唯一の国家銀行
が設置されたが，1988年に国有商業銀行と中央銀行が分離独立した．2005年現在，BCELのほか Lane Xang 



































































53） 2004年の出安居（10月 29日）明けに他村出身の見習僧が出身村へ戻り，11月 1日にネオホームと村長，コー
ンワット，見習僧の父母による話し合いが行なわれた後，翌 2日に 4名の見習僧がビエンチャンに向けて出発



























タイ バンコク  4
チェンマイ  2
ウドンタニー  1










































57） 全人口 5,621,982人のうち労働人口は 2,776,712人，失業者は 37,820人（全労働人口の 1.4％）であり，失業率








で気前よい態度は「ピーノーンを愛する（hak phi nong）」証とされ，「心根がよい（cay di）」
「心が広い（cay khvang）」との評判が高まる．反対に，支援を拒んだり惜しんだりすると「心
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